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１、高齢者に対する支援策に

ついて 

 

 

 

【質問趣旨】 

 高齢化が年々進んできてい

る現状で、これに伴う福祉費

も増加し続けている。市とし

てもそれに対応した予算を考

えておられますが、高齢者で

あっても元気に過ごしてもら

うことで福祉費を少なくする

ような政策が益々重要だと思

います。高齢者の方が認知症

にならないようにする、また、

介護を必要としないようする

為に、その予防を活発に行う

ことや、外出機会を増やしな

がら、病気になりにくくする

等々で瀬戸を健康で元気なま

ちにすることが、今後より大

切ではないかと思います。 

 

 

 

 

 

（１）、高齢者に対する介護

予防政策及び健康づく

り政策について 

 

 

 

 

 

（２）、高齢者の交通事故関

連について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 市として、認知症予防や要介護者とならないような介護予防策を実施していると

思うが、それらの各種事業は計画通り順調に実行されているか。 

② それによって具体的にどのような成果に繋がっているか。 

③ 今後、高齢化が益々進むと予想される。これまで以上の介護予防施策が必要にな

るものと考えるが、何か施策は検討しているか。 

④ 本市では市内 20 地域において、行政と一体となって保健推進委員が健康づくり

推進に取り組んでおられますが、その状況はいかがか。 

 

① 市として高齢者の交通事故対策はどのようにされているか。 

② 交通事故のうち高齢者が関わる事故の現状として、平成 30 年度の愛知県の交通

事故の加害者 30,836人のうち 65歳以上が加害者となったのは 5,993人（19％）

で、瀬戸市では 517 人のうち 65 歳以上が 121 人（23％）に上っている。これを

どのようにとらえているか。 

③ 今後市として高齢者の自動車運転に対してどのように考えているか。 

④ 高齢者になって車を運転する人が運転能力を考え、免許証の返納もやむを得ない

ことになる人も出てくる。この度コミュニティバスの回数券を発行されるが、免

許証を返納した方で、申請をした高齢者を対象に回数券を無料で提供することを

考えても良いと思うがいかがか。 

⑤ 政府は全国的に高齢者の運転操作の誤りによる重大な交通事故が多発している

事で、新車でブレーキとアクセルの踏み間違え時の急加速を防止する機能を搭載

した車を 65歳以上の人が購入する場合、普通車で 10万円、軽自動車で７万円補

助するようです。ただし、高級車や営業車は対象外。 

  

 

 そこで今ある車にあと付けでこの安全装置１、障害物検知機能付きペダル踏み

間違い急発進等制御装置、２、ペダル踏み間違い急発進制御装置、３、それらに

属するその他の装置のいずれかを設置した車で営業用でなく個人の運転者が 

歳以上か 70歳以上の補助金を出して悲しい事故を 
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 一方で、高齢になった人で

も、地域的によっては公共

交通が不十分で車に依存す

る人も多いのが現状です。

元気に運転出来ていても痛

ましい交通事故も多くなっ

て、テレビ等で放送される

被害者の悲しみに胸を打た

れると同時に、加害者の状

況を思うと他人事では無い

と思い、以下について質問

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  そこで、今ある車にあと付けで１、障害物探知機能付きペダル踏み間違い急発進

制御装置、２、ペダル踏み間違い急発進制御装置、３、ペダル踏み間違い防止装

置、のいずれかの安全装置を設置した車で営業車でなく個人の運転者が 65 歳以

上かあるいは 70 歳以上の人で持ち主が本人の場合に限り市として補助金を出し

て、悲しい事故を無くしていくべきと思うが、市の考えはどうか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


